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行 政 視 察 報 告 書

令不H6年  2月 15日

長浜市議会議長 中川 勇 様

長浜市議会議員  千 田 貞 之

私が出席 した次の行政視察の結果について報告します。

1,視察等名  令和 5年全国市議会議長会研究フォーラムin北九州市

2.視察期間
.令

和 5年 10月 25日 (水)～ 10月 26日 (木 )

3.視察場所及び目的

場所  西日本総合展示錫新館 1階

基調講演  「躍動的でワクフクする市議会に」

講 師 大正大学教授兼地域構想研究所長 片山善博氏

4.調査内容感想等

・視察・研修の目的

4 0 の が の

フォー ラム を受 け今 終 の 市議会活竜

'1に

生 かすハ

記

・視察内容

今 回、市議 会 フ ム に参加力させていただ共 注ヲーー フ し

ハ 爾 ふ よ  昔
=ヨ

錐 塗Ⅲヨ驚 怪≧ .λ ミれ 廊鯨女 差 浮 ォ■ ス 影憔塗Ч■ 才属あ r の こ
Iュ で 茶 宕 とr匡

ゝ ヤ｀

獲Ⅲされ ることばか りの絡 瞼 で た kし

て か

市議会議員をはじめイ鷺t員総出、街の特産品、物産展示販売などの歓迎ぶりで驚き

のがのの

ばか りで 1ッ たハ
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到着早々、会場 の広 さにび っ く り、人の夕ヵ さイこびつくり、皆さんの
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繕続 的な客

勢 びに又 っくりの津 締 で 々 ^し

今回の 目的の片 善博氏の講演について、現在の地方議会の現状、議会改革の

給証 を主にい くつかのイアl 力邊勤ず、鍬え をいただきました∩

醒 動的でワクワクす る市議 会 こ|のテーマは】旬に刺 さ 内奈 で したハ

現在地方議会は、障 膝 に 満 ること それ は 2元代表制 とは言 うヰ、のの、首長 の

方 に関心に まることが夕夕いが、地方 治法 をしっか り読み解 くと議会さが 中 ,い

であることが示されています。

議会が物事を決 める決定機 関であることぉ決定 した ことを執行す るのが執行

機 関であると言われていま したハ

2元代表制の中で地方議会 の存在感 が薄れてきてい る 幸ぅ言われています。

自冷体 イこイま 侮J々 テ汽`課 顕 が 力ぅり、白治 体 DX .白 治体 GXオょ`どが 力)る が ジタルア

イ監を進 めて何 か変 わっ か GXでェネルギーの転換が図 られ た か トランスX

フォーメーションにより既存のや り方、組織の体管、風土な どまで変 える必要が

あるハ役所のお明化、謝1明音イ千台臓カオk｀ ど務>高めることなど∩あらゆ る 澁ころで、

アイデアを募 り、それを生かすことで DXの成果を上げることが 要ではない

か

議会 も議会改革 を准 めて、来木条例 など変 えても、実際に の環境までく)が

秀 わ り活 Jl牛 イ円こつ
‐
ヵゝ っ 々 カゝ ,′ ヽ っ こ ま で議会己交車 には澄 つ て 澄 いのではセ とノ

「

な い ガJヽ。

・行政視察の結果を本市にどのように反映させるか

講演の中で、今の議会に欠けていることを挙げられていましたハ

一つ 目は、議論が欠 けてい るといわれ、確かに執行部 より 案が され、その

事の議論があま りないのカゝ >黒い ま す ハ

二つ 目は、税 の議 が ど基く胸ノていないこ涯の指1首 をされまし

P耳日けて いないこと花碁げられました∩二つ 目は、住民の声が
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る が た こ で エ しこのつ一一一
1早 つ で 甲′て よ り 幸ヽ、のに し

~(:ヤ ミ議会 の る べ き密ではヤ くヽ専 カ のヽかヤ

と思う。

議 案 T黛 こ寒議す とが 住民へのわカゝ りやすしヽ謝1明 になると思 うし、

が の して ののの の し い

を取 る カミ必要 となり 議会 の権 限 を十 分 こ発イ軍して 住民の信頼 を る と

が大事だ と思 う。

中々、できることではな その 目標 に少 しで鷲)近づけられるようイこ辞儀て公が
い が 、

機能できると良いと思います。

又、住民向けのアンケー トを取ることも、住 の理解を得 る とイこもつながる

と思う。 他、様々な 面で、意 見の を図ることもできると思いま―

"`、

市長 は、首長の権限の拡大をいわれてしヽますが、議会 の 2元代表制 謳われ

るなら、倖 醍 に わ か り く、 諄aて公とこ +今 な説 明 力 図 れ 、 同 じら 日荘要に

向かいたい と思いますぉ
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